
平成 23 年度清水地区＜第１回ラウンドテーブル＞報告 

平成２３年５月１２日（木）19:00～ 

清水生涯学習交流館 

 

テーマ“気づきから何を学べるか？”  

～開発教育プログラムを取り入れたワークショップ～ 

参加者 

７団 岩崎 正洋 VS 隊長 １７団  湯山 哲博 BS 隊長 

８団  橋本 智弘 BS 隊長 １９団  佐野 仁美 BS 副長 

８団  橋本 健治 RS 隊長 １９団  岩本 勝代 CS 隊長 

10 団  鈴木 恵子 ﾃﾞﾝﾘｰﾀﾞｰ １９団 脇坂 茂 BVS 副長 

１０団  萩原 節子 BVS 副長 １９団  脇坂 英子 BS 隊長 

１０団  萩原 圭祐 BVS 副長    

１２団  出口 隆一 BS 隊長    

                                 （ 計１２名） 

内容 

・ 「フォトランゲージ」 

＊写真から気づくこと 

外国のある場面の写真を一人一枚見ながら 

どこの国か当てる。気がついたことをどんどん 

書き出す。グループで共有する。見せ合う。 

  いろんな違いがわかる。 

 

・ 「トランプゲーム」＊単純なゲームから 

  ゲームをするが、人が一人入れ替わると、 

  なにやら違和感が生じる。『なぜ？』 

  ルールはしゃべってはいけない！ 

 

参加者の感想 

・ いろんな形で遊べる 子供だったら違う意見に 

・ よく見る、観察力が育つ 

・ コミュニケーションが取れないって苦痛 

   身振り手振りで何とか伝えようとする 

 『郷に入っては郷に従え！』多数意見に 

従うしかない 

・ スカウトを見て観察→気づく→活動に生かす 


